

































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
ものの地平を、自分自身に
とってかくありうる





















































































































































































J.Cohen,Le spectre juif de Hegel,Paris,Galilée,2005;E.Levinas,«Hegeletlesjuifs»,
inDifficile Liberté,Paris,AlbinMichel,1976〔エマニュエル・レヴィナス「ヘーゲルと
ユダヤ人」、『［増補版・定本全訳］困難な自由』合田正人監訳、三浦直希訳、法政大学出
版局、2008年〕;Y.Yovel,Les juifs chez Hegel et Nietzsche. La clef d’une énigme,Paris,
Seuil,2001〔イルミヤフ・ヨベル『深い謎―ヘーゲル、ニーチェとユダヤ人』青木隆
嘉訳、法政大学出版局、2002年〕;R.Zagury-Orly,«Approchesde larévélation.Kant
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守るこ
とによって―暴力として現れ、そうすることによってより悪しき


















６ 以下の研究を参照のこと。J.Cohen,«HegelandtheGiftofSacrifice»,inViolence and 











































































































































































Le mépris des juifs. Nietzsche, les juifs, l’antisémitisme,Paris,Galilée,1994.Y.Yovel,Les juifs 









































































































































































































































































































































































0 0 0 0
批判という用語を
提唱するデリダの足跡のなかで14）ハイパー
0 0 0 0
・ヒューマニズムと名指した、ヒュー
マニズムの核心におけるある種の要求を再定式化しようと試みた。それはまた、近
代的ヒューマニズムの彼方においてある種のヒューマニズムの足跡を守るという要
求のなかに身を持するひとつの方法である。つまり、ヒューマニズムを取り返しの
つかないほどの危険に陥れることなく、それに永続的に問いかける方法なのであ
る。したがって、他者への開けとなると同時に、閉鎖と他者の排除になるヒューマ
ニズムのアポリアと対決する方法なのだ。このアポリアを養い、強調し、またこの
アポリアがヒューマニズムに関して確立し、産み出す袋小路の彼方で表明されるよ
う強制しつつアポリアを拘束することで、このアポリアと対決する方法なのだ。そ
こにはヒューマニズムの危険とチャンスの全体がある―それは、ヒューマニズム
の将来という暗礁の彼方において、また不可欠でつねに絶えざるものであり、つね
に来たるべきものであるヒューマニズムの再定式化の要求においてヒューマニズム
を思考するという途方もない可能性なのだ。
14〔訳注〕デリダは「ハイパー批判〔hypercritique〕」という語を『マルクスの亡霊たち』
などで用いている。一例として以下の箇所を参照のこと（日本語訳では「超批判」と訳
されている）。Cf.Derrida,Spectres de Marx,p.149.〔『マルクスの亡霊たち』前掲、196頁〕
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